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1. ニッポンハムグループ中期経営計画2023と

DXの実現について



中期経営計画2023とDXの取組の位置づけ
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加工事業 食肉事業 海外事業 新規・球団事業

経営方針 1 収益性を伴ったサステナブルな事業モデルへのシフト

経営方針 2 海外事業における成長モデルの構築

経営方針 3 新たな商品・サービスによる新しい価値の提供

経営方針 4 ビジョン実現に向けたコーポレート機能の強化

調達力・販売力の強化
全社最適視点での

筋肉質な製造収益構造の確立
マーケティング視点での

事業拡大
各社機能の明確化と

競争力の向上

有望領域にフォーカスした成長戦略の立案・実行
①国内外での加工品販売の強化 ②日本向け加工品・食肉の開発／供給体制の強化

球団事業の確立
新規事業の創出

①エンタメ事業 ②ウエルネス事業 ③エシカル事業

DX推進
全社戦略立案

・推進機能の強化
R&D機能の強化

人財マネジメントの
強化

事業横断による
総合力の発揮

新規事業の立ち上げ加速
北海道プロジェクトによる
本業と地域発展への貢献

コーポレートコミュニケー
ションの戦略的展開

事業戦略

機能戦略

部門横断推進戦略

高次の品質No.1経営・コーポレートガバナンス



DX推進の組織体制
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日本ハム株式会社
経営企画本部

経営企画部

エンジニアリング部

サステナビリティ部

スポーツ・グループ営業推進部

日本ハム株式会社
各事業本部、

コーポレート部門

DX推進部
ビジネスプロセス、ビジネスモデルをデジタル
の活用により変革し、企業価値向上に貢献する

IT戦略部
ITを戦略的・有効的に活用するためのIT戦略・
企画・運用などを企画、推進する

日本ハムシステムソリューションズ株式会社



ニッポンハムグループDXの考え方
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グループ連携、事業利益の最大化
– 素早い意思決定
– 生産性の向上
– 変化、変革への対応

グループ基幹システムの統合・再構築
（Connect Project）

経営、営業、商品開発、マーケティングに
おける活用基盤の構築

– 新たなビジネスの創出
– 業務の変革

ビッグデータ、AIの活用

テレワーク、モバイルワークへの対応
インフラ、ネットワークの再構築

– 労働生産性の向上
– イノベーション力の強化

モバイル／クラウドファースト

デジタルを活用したビジネスモデル
への変革と収益力向上



ニッポンハムグループDX取り組みのイメージ
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調達
処理
加工

研究
技術開発

生産
飼育

製造
需給
物流

マーケ
商品開発

コーポ
レート・

全社

新たなビジネス
の創出

・業務変革

グループ連携・
事業利益最大化

多様な働き方へ
の対応

グループ
集中購買

スマートファクトリー
イノベー
ション

スマート
畜産

全社横断
最適化

データドリブン
働き方改革

お

客

様

・

お

取

引

先

ビッグデータ、AI / IoT活用

全社基幹システムの変革・統一【Connect】

スピード化

精度向上

官能評価

新素材開発

スマート養豚

スマート養鶏

遠隔制御

ノウハウ標準化

自動調達

価格予測

集中化

プロセス統合

原料選別・検品自動化

遠隔監視・制御

ロボット化・無人化

トレサビリティ

自動倉庫

需給調整

自動配車

外部連携

商品開発

デジタルプラットフォーム
広告 / SNS / POS / CRM

ID-POS分析

品質保証・研究

モバイル・クラウド ファースト

ネットワーク再構築（モバイル/テレワーク対応）、セキュリティ強化

人財育成（ITリテラシー向上、DX人材の育成・確保）

SSC/BPO
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経営方針DXを活用したビジネスモデルの変革

Digital 
Transformation

• RPAの導入
• 需給調整の高度

化
• 集中購買の深化

DXを活用した既存事業の効率化・生産性の向上および新規事業の立ち上げを加速
10年後には食のサービス・顧客価値についてデジタルを通じたビジネスモデルを目指す

中計2023 中計2026 2030年度

デジタルによる既存業務の
効率化と生産性向上

既存ビジネスの最適化･
データ起点での意思決定

デジタルデータを起点とした
新たなビジネスモデルの創出

• 新たなビジネス機会の創出
• プラットフォームの実現 D2Cビジネス スマート養豚･養鶏

働き方改革による従業員の働きやすい職場環境の構築

IT Transformation

デジタル･マーケティング 検査工程AI化

オペレーショ
ンコストの削
減

△ 41 △ 67 △ 96 △ 99
△ 76 △ 70

40 40 40

80

△ 41
△ 67

△ 56 △ 59
△ 36

10

▲ 150

▲ 100

▲ 50

0

50

100 DXの費用と効果額の推移（億円）

■DX費用 ■DX効果 －ネット効果 2030年にかけ

効果が費用を上回る見込み

2022年3月期 2025年3月期2024年3月期2023年3月期 2027年3月期2026年3月期

データ起点で
の意思決定

• データ分析の強化
• 荷繰AI化

• 見える化によるCCCの改善



・デジタルビジネスを
支えるIT環境の
構築/運用

DX・IT人材の育成
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変化するIT環境に適応し、効果を創出するために各領域を応じたITスキルの育成を図る。

①ニッポンハムグループDX/ITXを実現する人財定義と育成・獲得計画策定

②IT効果を創出するためのITリテラシー向上の施策実施

データ・デジタル技術の基本的な使い方を理解し、
正しく・効果的に業務で活用できる能力

ITリテラシー

組織・プロセス全体の再設計とデータ・デジタル
技術の活用により業務の圧倒的な省力化・

迅速化・高度化を実現する能力

ITX

データ・デジタル技術を活用して、顧客や社会の
ニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを
変革し、競争上の優位性を創出する能力

DX

グループ従業員

対象・想定スキル

ビジネスプロデューサー
ビジネスデザイナー
データサイエンティスト など

・社会人が共通に備えておくべきIT基礎知識
・社内標準アプリ利用 (O365、SAPなど)
・社内IT基本ツール/デバイス利用
・社内ITセキュリティ
・社内IT関連規定/ルール

アーキテクト
AI/IoTエンジニア
データサイエンティスト など

能力定義

①

②

Lv1

Lv2

Lv3 事業部門メンバー IT部門メンバー

・デジタルビジネスの
企画/推進
・業務フロー/組織
構造の再設計
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2. Connect Projectのご紹介



Connect Projectの背景と目的
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ニッポンハムグループの今後10～20年の長期的な成長を支える
「共通の業務・システム基盤を固める」為の活動

連結損益管理の強化と
収益力の向上を見据えたさらなる

経営情報の見える化

サプライチェーンコントロールの強化による

在庫・機会ロスの削減

在庫引当、経理業務等

処理業務工数の削減

現場の監査・内部統制

対応工数の削減

業務・システム基盤の提供による

重複事業の見直し
・再編のスピードアップ

規制・税制等

制度変更対応の容易化

既存システムから新技術への移行による

ITコストの最適化

AI, IoT等、新たに生まれる技術による

ビジネス価値の享受

時流の激しい
変化・変革への対応

旧技術からの解放と
DX対応の実現

迅速な現状把握と
素早い意思決定

グループ全体の
業務効率化による
生産性向上

Project

Connect
Create Operating-system of 
Next NH Group by E-aCTion

～未来につなげるIT～



Connect 主要変革ポイント（アプリマップ）（現状）
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製造 販売 物流・ｻｰﾋﾞｽ
食肉事業

製造 販売 物流
加工事業

旧関連企業
本社管轄
ｻｰﾋﾞｽ

販売

計画

他

各社独自*
OE

HT
フード新販売

新量販 ｲﾝﾄﾗ
BI/Style/幹線

PLANTS HamIT

購買 生肉発注

各種機能*

生産

BI/FP

養鶏管理(宮崎)

Asprova

FlexProcess

各社独自*

豚RFID(道南)

受注

出荷・物流

販売・受給

品質管理

発注

生産肥育

生産計画

製造

ﾄﾚｰｽ

原価計算

食肉ﾄﾚｻﾋﾞ

ﾌﾟﾛﾌｫｰｽ

各社独自*

新販売

Esys
ﾏﾘﾝ独自
独自/FP

Product Neo
ﾏﾘﾝ独自

Flex Process

Product Neo
ﾏﾘﾝ独自

Flex Process

OE

日本ﾙﾅ
ﾏﾘﾝ
宝幸

日本ﾙﾅ
ﾏﾘﾝ
宝幸

日本ﾙﾅ
ﾏﾘﾝ
宝幸

ー

ー

ー

ー

ー

BI
新販売
職域EC/OE
FAX OCR
Web請求

ー

製造・原価機能*

ー

ー

PLANTS HamIT

HOST NICS

ACOSS
JUST/

Centurion

*製造機能と原価計算の関係は大別すると
以下4パターンと各社独自という認識

PLANTS HamIT HOST NICS

Esys(中研)
化粧箱Sys

Nav

ー

ー

WTN*

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌｰﾄﾞ
輸出入管理

ﾌｰﾄﾞﾊﾟｯｶｰ独自
NICS

日本物流ｾﾝﾀｰ
日本ﾁﾙﾄﾞ物流

南

経費

会計

連結

ﾏｽﾀ

人事

監査

経営
会計

誠実くん

Excel

ー

Dragles

SAP-ECC-FI

Diva

統合ﾏｽﾀ

営業支援

CS/ｱﾌﾀｰ

各種機能*

ｲﾝﾄﾗ
和牛ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ
PCS

ー ー 各種機能*

ｾｰﾙｽﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ
棚ﾊﾟﾜｰ
PAP
Newニコラス

Smile

LINQS

/Style/幹線

ー

Generalist/Timeworks/SAP-HR/その他ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

経営 SAP-BO

固定資産
・資金

TSW/ProPlus

ニッポンハムグループの業務システムは、会計、品質保証の領域は統一されているが、生産、製造、販売、
物流領域のシステムは、各事業最適かつレガシーなシステムで構築されてきた。

今後のITの
維持・継承
が困難

変化・変革へ
の迅速な対応

が困難

迅速な業績把
握と要因分析が

困難



Connect 主要変革ポイント（アプリマップ）（変革後）
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製造 販売 物流・ｻｰﾋﾞｽ
食肉事業

製造 販売 物流
加工事業

旧関連企業
本社管轄
ｻｰﾋﾞｽ

販売

計画

他

各社独自*
OE

HT
フード新販売

新量販 ｲﾝﾄﾗ
BI/Style/幹線

PLANTS HamIT

購買 生肉発注

各種機能*

生産

BI/FP

養鶏管理(宮崎)

Asprova

FlexProcess

各社独自*

豚RFID(道南)

受注

出荷・物流

販売・受給

品質管理

発注

生産肥育

生産計画

製造

ﾄﾚｰｽ

原価計算

食肉ﾄﾚｻﾋﾞ

ﾌﾟﾛﾌｫｰｽ

各社独自*

新販売

Esys
ﾏﾘﾝ独自
独自/FP

Product Neo
ﾏﾘﾝ独自

Flex Process

Product Neo
ﾏﾘﾝ独自

Flex Process

OE

日本ﾙﾅ
ﾏﾘﾝ
宝幸

日本ﾙﾅ
ﾏﾘﾝ
宝幸

日本ﾙﾅ
ﾏﾘﾝ
宝幸

ー

ー

ー

ー

ー

BI
新販売
職域EC/OE
FAX OCR
Web請求

ー

製造・原価機能*

ー

ー

PLANTS HamIT

HOST NICS

ACOSS
JUST/

Centurion

*製造機能と原価計算の関係は大別すると
以下4パターンと各社独自という認識

PLANTS HamIT HOST NICS

Esys(中研)
化粧箱Sys

Nav

ー

ー

WTN*

ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌｰﾄﾞ
輸出入管理

ﾌｰﾄﾞﾊﾟｯｶｰ独自
NICS

日本物流ｾﾝﾀｰ
日本ﾁﾙﾄﾞ物流

南

経費

会計

連結

ﾏｽﾀ

人事

監査

経営
会計

誠実くん

Excel

ー

Dragles

SAP-ECC-FI

Diva

統合ﾏｽﾀ

営業支援

CS/ｱﾌﾀｰ

各種機能*

ｲﾝﾄﾗ
和牛ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ
PCS

ー ー 各種機能*

ｾｰﾙｽﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ
棚ﾊﾟﾜｰ
PAP
Newニコラス

Smile

LINQS

/Style/幹線

ー

Generalist/Timeworks/SAP-HR/その他ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

SAP

SAP

Flex Process

SAP

検討中

SAP

経営 SAP-BO

固定資産
・資金

TSW/ProPlus

経費精算システム（リプレース）
SAP(R/3→S/4HANA)

SAP

新たな基幹業務システムは、全体最適を目指し、一部の生産系や人事、品質保証のシステムを除き、SAP
をベースに再構築する。

IT基盤の
シンプル化と

最新化

事業部および
部門間を越え
た業務モデル

の実現

正しいデータ
に基づいた経
営判断を可能
とする基盤



Connect 主要変革ポイント（実行計画）
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経営管理

マスタ管理

SCM

経理財務

IT基盤

海外

• グループ業績管理・分析の高度化
₋ 業務機能・商品・取引先別による多軸化
₋ 月次業績管理・分析の高度化

• グループ横断データ分析を可能とする品名・取引先マスタの統制
₋ 事業特性に応じたグループ共通ルールの策定（品名の管理粒度、共通管理項目）
₋ マスタ統制の組織・プロセス・システム

• 生産・在庫の最適化を行う需給調整(加工事業)
₋ 見込みを前提にした需給調整
₋ 需給組織の立ち上げ

• 変化・変革に適応するために法人内取引をシンプル化

• 執行業務の標準化・集約化と高付加価値業務への移行
₋ グループ経理・財務規程の標準化
₋ 会計・決算業務の集約化・外部化

• 経費精算システムの刷新

• 事業変革、DX推進に追従しやすいクラウドへシステムを移行

• システム基盤の標準化とシステム運用の集約化

• 内部統制、迅速な経営状況把握を目的とした重点会社へのSAP導入
⁃ 現地システムとのデータ連携
⁃ タイ 3社、デイリーフーズへのSAP導入検討



Connect 展開計画
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3. DX取組み事例のご紹介



AIを活用した加工在庫引当、食肉荷繰りについて
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調達
処理
加工

研究
技術開発

生産
飼育

製造
需給
物流

マーケ
商品開発

コーポ
レート・

全社

新たなビジネス
の創出

・業務変革

グループ連携・
事業利益最大化

多様な働き方へ
の対応

グループ
集中購買

スマートファクトリー
イノベー
ション

スマート
畜産

全社横断
最適化

データドリブン
働き方改革

お

客

様

・

お

取

引

先

ビッグデータ、AI / IoT活用

全社基幹システムの変革・統一【Connect】

スピード化

精度向上

官能評価

新素材開発

スマート養豚

スマート養鶏

遠隔制御

ノウハウ標準化

自動調達

価格予測

集中化

プロセス統合

原料選別・検品自動化

遠隔監視・制御

ロボット化・無人化

トレサビリティ

自動倉庫

需給調整

自動配車

外部連携

商品開発

デジタルプラットフォーム
広告 / SNS / POS / CRM

ID-POS分析

品質保証・研究

モバイル・クラウド ファースト

ネットワーク再構築（モバイル/テレワーク対応）、セキュリティ強化

人財育成（ITリテラシー向上、DX人材の育成・確保）

SSC/BPO



AIを活用した在庫引当（加工事業）
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現状 目指す姿

AIによる
引当数自動算出

販売計画
在庫

欠品割当

納品限度日 欠品割当

販売計画 在庫

納品限度日

受注受注 受注受注 受注 受注受注 受注受注 受注

• 在庫・受注を目視で確認して引当を調整する為、
マニュアル業務による高負荷

• 翌日以降の在庫確保も踏まえた引当数量に改
善余地

• 引当数量の判断に統一ルールが無く、各担当
者の経験・判断に依存

• 自動で引当パターンを算出し、
マニュアル業務による負荷を軽減

• 翌日以降の在庫確保も踏まえた
引当数量の推奨値算出

• 引当数量の判断ルールを統一し、
業務をセンタ共通で平準化

業務効率化

業務精度向上

業務標準化

在庫引当の目指す姿
• AIを活用した業務効率化・引当精度の向上・業務標準化の実現を目指す。

引当自動化により創出された時間で付加価値業務に充てる。

パイロット導入
(2021年度下期)

順次実装・展開
(2022～2023年度)

PoC（概念実証）
(2021年度上期)

チャンスロス

廃棄ロス



AIを活用した食肉の荷繰り（食肉事業）
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AI荷繰りの目指す姿

現状 荷繰りAIによる業務

• 得意先からの指定条件や生産予定を元に、人
手で荷繰り業務（製造依頼の作成）を実施

生産予定受注 と畜予定受注

銘柄指定
工場指定

着日指定

産地指定

賞味期限
銘柄

生産日

等級

頭数

前もってカット

工場間調整

在庫引当
社外にて製造

・生産日
・頭数

・銘柄
・等級

・銘柄指定
・工場指定
・産地指定

・着日
・賞味期限

得意先指定の条件 工場提示の予定

・前もってカット
・社外にて製造
・工場間調整

荷繰りロジック

残数
管理表

製造表
残数
管理表

製造表

•事前にAIに組み込んだ制約条件や
荷繰りロジックにより、受注情報と
生産予定から自動的に荷繰りを実施

AIを活用した業務効率化・荷繰り精度の向上・業務標準化の実現を目指す。

パイロット導入
(～2021年度)

順次実装・展開
(2022～2023年度)

PoC （概念実証）
(2020年度下期)

業務効率化

業務精度向上

業務標準化

直送率向上

チャンスロス



スマート養豚について
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調達
処理
加工

研究
技術開発

生産
飼育

製造
需給
物流

マーケ
商品開発

コーポ
レート・

全社

新たなビジネス
の創出

・業務変革

グループ連携・
事業利益最大化

多様な働き方へ
の対応

グループ
集中購買

スマートファクトリー
イノベー
ション

スマート
畜産

全社横断
最適化

データドリブン
働き方改革

お

客

様

・

お

取

引

先

ビッグデータ、AI / IoT活用

全社基幹システムの変革・統一【Connect】

スピード化

精度向上

官能評価

新素材開発

スマート養豚

スマート養鶏

遠隔制御

ノウハウ標準化

自動調達

価格予測

集中化

プロセス統合

原料選別・検品自動化

遠隔監視・制御

ロボット化・無人化

トレサビリティ

自動倉庫

需給調整

自動配車

外部連携

商品開発

デジタルプラットフォーム
広告 / SNS / POS / CRM

ID-POS分析

品質保証・研究

モバイル・クラウド ファースト

ネットワーク再構築（モバイル/テレワーク対応）、セキュリティ強化

人財育成（ITリテラシー向上、DX人材の育成・確保）

SSC/BPO



スマート養豚（1）
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日本ハムとIT企業との共同開発によりスマート養豚システムを開発

AI

カメラ等による
農場の「見える化」

遠隔監視・遠隔診療

無駄のない作業
トラブルへの迅速な対応

人工知能（AIシステム）
による豚の状態の自動判定

アラート発信

リアルタイム発信

畜産 DX×
• 無駄をなくして農場の労務軽減
• 自動判定技術で作業の「質」を維持
• 成績向上による収益性アップ

融合

グループ内の農場を
モデル農場として開発

2021年度はAIシステムの開発を完了させ、
農場での実証試験を開始する



スマート養豚（2）
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発情検知システム

豚の映像から母豚1頭ごとの
発情確率（％）を表示

AI

• 技術開発完了、特許出願済
• 現在グループ内農場で実証試験

を実施中

体重推定システム

熟練の作業者の技術をベース
としたAIシステムを開発

体調不良検知システム

技術開発完了、特許出願済

技術開発中

発情検知機能の
実証試験・検証

(～2021年度)

発情検知機能の
実用化・展開

(2022年度～)

発情検知機能開発
(～2020年度)

※以後、順次機能拡大




